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鹿児島県薬剤師会等での取組みについて 

 

１．はじめに 

 鹿児島県薬剤師会は、全国でも早い段階から、残薬に関する取組を実施している。そのき

っかけについては、平成２３年度の地域支え合い体制づくり事業の中で、多職種との意見交

換会を実施した結果、残薬に関する相談が多かったところから始まった。また、薬剤師職能

についての認識不足も見られたことから、他職種への薬剤師職能のＰＲや多職種連携促進

に向けて、おくすり整理そうだんバッグ事業を開始し、そうだんバッグを作成した。医療費

削減効果を目に見える形で算出することも目的の一つではあったが、重要なポイントは、飲

み残した薬の状況を確認し、体調や効果、副作用をアセスメントすることで問題点を把握し、

薬学点観点から患者の状態改善に努めることを主眼とし、そのことで、薬剤師職能の発揮及

び他職種との連携強化を実施することを目指した。単純に残薬を集めるだけではなく、残薬

となったことの原因やそのほか薬に関する『そうだん』をしっかりうけるように取り組みは

じめた。 

 また、最近では、残薬の相談を発展的に活用すべく、「かかりつけ薬局」において、入院

前に持参薬について相談・整理を行う業務、さらに退院時に入院中の薬物療法に関する情報

の提供を受けるようにする連携の強化の取組みついても取り組んでいる。 

 

２．残薬調整をきっかけとした副作用の確認 

 残薬の主な原因は飲み忘れであるが、ポリファーマシーの議論の際の中医協資料（中医協 

総－３ ２７．１１．６）にもあるとおり、服用する薬剤数が多いほど薬剤が正しく服用さ

れにくくなり、高齢者では６剤以上の投薬が特に有害事象の発生増加に関連しているとい

う情報もあり、例えば、残薬をきっかけに副作用の電話確認をする意義は大きいと考える。 

 



 

（中医協 総－３ ２７．１１．６資料より） 

 

 実際、残薬関連でいうと、きちんと対応しなければ副作用の継続及び残薬につながったか

もしれない経験もある。高齢者の夫婦で、妻の看護をする夫から、「妻が薬を飲みたがらず、

とても抵抗されて困るので、薬を減らせないか」との相談をうけた。この患者は、泌尿器科、

精神科、内科などの別々医療機関を受診、患者の様態としては興奮状態が強くでている状態

だった。相談を受けた後、さらに医療機関に連絡をして情報収集を行った結果、腎機能が低

下していることが判明したことから、服用中の薬の中で、腎機能に影響する医薬品や、幻視

等に影響するような医薬品について検討を行い、それぞれの処方医と相談して、４つの薬を

一時的に減らしたところ、その後回復傾向につながった。 

 また、残薬の管理の重要性でいうと、医療費や医療安全上も問題となるケースの経験もあ

る。特に多いのが麻薬であるが、例えば、家族が頻繁に麻薬を調剤しているケースがあって、

気になってたずねたところ、独居の母親の麻薬管理ができていないために、必要時にその都

度娘さんが処方してもらっていた。実際の独居の母親宅を訪問してみると、薬の管理ができ

ていない（たたみ半畳くらいの中に麻薬を含めたすべての医薬品が放置）ことがわかった。

その後、薬剤師が整理したことで、麻薬の処方が増えることはなくなった。医療安全等の観

点からも、高齢者の医薬品の適正管理も重要であるといえる。 

 



 

３．今後の取り組み 

鹿児島県薬剤師会においては、地区薬剤師会が地域の病院と連携して、抗がん剤への薬局

薬剤師対応の能力を向上させるための取組が必要と考え、来年度以降から研修プログラム

の実施に向けた検討を行っている。実際に実習を行うためには、３カ月程度は必要となると

考えられるが、薬局も人手不足の現実もあり、どれだけの薬局が薬剤師を研修に出せるか大

きな課題といえる。 


